
(57)【要約】

【課題】一つの防水材で上記バルコニー壁端面の様々な

箇所に設置することを可能とすることにより、バルコニ

ー壁を防水するために必要な防水材の種類を減少させる

。

【解決手段】バルコニー壁のフレーム材を被覆する第一

防水材１であって、かかる防水材１は、第一被覆部１１

ａと第二被覆部１１ｂとを具備して各々の部分は略直角

をなす状態でつながる主部材１１と、主部材１１の一端

から主部材１１と略垂直な方向に沿って主部材１１の凸

側に略Ｌ字板状をなして突出している端部材１２とを備

えている。そして、第一被覆部１１ａと第二被覆部１１

ｂとの境界部分の長さＬ１、及び、第一被覆部１１ａと

端部材１２との境界部分の長さＬ２、及び、第二被覆部

１１ｂと端部材１２との境界部分の長さＬ３、及び、端

部材１２の幅長Ｌ４１、Ｌ４２は、いずれも略等しい長

さとなっている。

【選択図】　　　図１

JP 2004-239022 A 2004.8.26



【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
バ ル コ ニ ー 壁 内 部 の フ レ ー ム 材 端 面 、 及 び 、 当 該 端 面 を 挟 む 側 面 の う ち の 一 側 面 に 取 り 付
け る こ と に よ り 、 バ ル コ ニ ー 壁 内 部 へ の 浸 水 を 防 止 す る バ ル コ ニ ー 壁 用 防 水 材 で あ っ て 、
板 状 に 形 成 さ れ 、 相 互 に 略 直 角 を な す 状 態 で つ な が る 第 一 被 覆 部 と 第 二 被 覆 部 と を 備 え た
主 部 材 と 、
上 記 主 部 材 の 一 端 か ら 上 記 主 部 材 と 略 垂 直 な 方 向 に 沿 っ て 上 記 主 部 材 の 凸 側 に 突 出 す る 板
状 に 形 成 さ れ た 端 部 材 と を 備 え 、
上 記 第 一 被 覆 部 と 上 記 第 二 被 覆 部 と の 境 界 部 分 の 長 さ 、 及 び 、 上 記 第 一 被 覆 部 と 上 記 端 部
材 と の 境 界 部 分 の 長 さ 、 及 び 、 上 記 第 二 被 覆 部 と 上 記 端 部 材 と の 境 界 部 分 の 長 さ は 、 い ず
れ も 上 記 フ レ ー ム 材 の 幅 長 の 半 分 以 上 か つ 幅 長 以 下 で あ る こ と を 特 徴 と す る バ ル コ ニ ー 壁
用 防 水 材 。
【 請 求 項 ２ 】
上 記 端 部 材 の 寸 法 の う ち 、 上 記 第 一 被 覆 部 と 上 記 端 部 材 と の 境 界 部 分 が 延 び る 方 向 と 直 交
す る 方 向 の 寸 法 、 及 び 、 上 記 第 二 被 覆 部 と 上 記 端 部 材 と の 境 界 部 分 が 延 び る 方 向 と 直 交 す
る 方 向 の 寸 法 が 、 各 々 フ レ ー ム 材 の 幅 長 以 下 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の バ ル
コ ニ ー 壁 用 防 水 材 。
【 請 求 項 ３ 】
バ ル コ ニ ー 壁 内 部 の フ レ ー ム 材 端 面 、 及 び 、 当 該 端 面 を 挟 む 側 面 の う ち の 一 側 面 に 取 り 付
け る こ と に よ り 、 バ ル コ ニ ー 壁 内 部 へ の 浸 水 を 防 止 す る バ ル コ ニ ー 壁 用 防 水 材 で あ っ て 、
板 状 に 形 成 さ れ 、 相 互 に 略 直 角 を な す 状 態 で つ な が る 第 一 被 覆 部 と 第 二 被 覆 部 と を 備 え た
主 部 材 と 、
上 記 主 部 材 の 一 端 に 、 上 記 主 部 材 と 略 垂 直 で 、 か つ 、 上 記 主 部 材 の 凸 方 向 側 に 突 出 す る 方
向 に 一 定 幅 の 略 Ｌ 形 板 状 に 形 成 さ れ た 端 部 材 と を 備 え 、
上 記 第 一 被 覆 部 と 上 記 第 二 被 覆 部 と の 境 界 部 分 の 長 さ 、 及 び 、 上 記 第 一 被 覆 部 と 上 記 端 部
材 と の 境 界 部 分 の 長 さ 、 及 び 、 上 記 第 二 被 覆 部 と 上 記 端 部 材 と の 境 界 部 分 の 長 さ 、 及 び 、
上 記 端 部 材 の 幅 長 は 、 互 い に 略 等 し い こ と を 特 徴 と す る バ ル コ ニ ー 壁 用 防 水 材 。
【 請 求 項 ４ 】
建 築 物 の 壁 面 か ら 突 出 す る よ う に 設 置 さ れ た バ ル コ ニ ー 壁 の フ レ ー ム 材 端 面 、 及 び 、 当 該
端 面 を 挟 む 側 面 の う ち の 一 側 面 に 対 し 、 請 求 項 １ 乃 至 ３ の い ず れ か に 記 載 の バ ル コ ニ ー 壁
用 防 水 材 で あ っ て 互 い に 同 一 形 状 で あ る 複 数 の 防 水 材 を 、 上 記 フ レ ー ム 材 端 面 と 建 築 物 の
壁 面 と の 境 界 箇 所 、 及 び 、 上 記 フ レ ー ム 材 端 面 同 士 が 側 方 か ら 見 て 略 ９ ０ 度 の 角 度 を 挟 ん
で 当 接 す る 箇 所 に 設 置 す る こ と に よ り 、 上 記 フ レ ー ム 材 端 面 を 被 覆 し た バ ル コ ニ ー 壁 の 防
水 構 造 で あ っ て 、
上 記 防 水 材 の 各 設 置 箇 所 で は 、 二 個 の 防 水 材 が 対 を な し て 上 記 フ レ ー ム 材 端 面 及 び そ の 端
面 を 挟 む 両 側 面 を 被 覆 し 、 か つ 、 か か る 防 水 材 同 士 が 一 部 重 な り 合 う こ と に よ り 上 記 フ レ
ー ム 材 端 面 を 被 覆 す る よ う に こ れ ら の 防 水 材 が 設 置 さ れ 、
上 記 フ レ ー ム 材 端 面 と 建 築 物 の 壁 面 と の 境 界 箇 所 に お い て は 、 各 防 水 材 の 第 一 被 覆 部 及 び
第 二 被 覆 部 が 上 記 フ レ ー ム 材 端 面 及 び 側 面 に 接 触 し 、 か つ 、 端 部 材 が 上 記 建 築 物 の 壁 面 に
当 接 す る よ う に 両 防 水 材 が 設 置 さ れ 、
上 記 フ レ ー ム 材 端 面 同 士 が 、 側 方 か ら 見 て 略 ９ ０ 度 の 角 度 を 挟 ん で 当 接 す る 箇 所 に お い て
は 、 各 防 水 材 の 上 記 第 一 被 覆 部 及 び 上 記 第 二 被 覆 部 が 上 記 フ レ ー ム 材 端 面 同 士 の 当 接 箇 所
に 接 触 又 は 略 接 触 し 、 か つ 、 各 防 水 材 の 端 部 材 が 上 記 フ レ ー ム 材 端 面 の 側 面 に 接 触 す る よ
う に 設 置 さ れ て い る
こ と を 特 徴 と す る バ ル コ ニ ー 壁 の 防 水 構 造 。
【 請 求 項 ５ 】
建 築 物 の 壁 面 か ら 突 出 す る よ う に 設 置 さ れ た バ ル コ ニ ー 壁 の フ レ ー ム 材 端 面 、 及 び 、 当 該
端 面 を 挟 む 側 面 の う ち の 一 側 面 に 対 し 、 請 求 項 ２ 乃 至 ３ の い ず れ か に 記 載 の バ ル コ ニ ー 壁
用 防 水 材 で あ っ て 互 い に 同 一 形 状 で あ る 複 数 の 防 水 材 を 、 上 記 フ レ ー ム 材 端 面 と 建 築 物 の
壁 面 と の 境 界 箇 所 、 及 び 、 上 記 フ レ ー ム 材 端 面 同 士 が 側 方 か ら 見 て 略 ９ ０ 度 の 角 度 を 挟 ん
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で 当 接 す る 箇 所 、 及 び 、 上 記 フ レ ー ム 材 の 内 側 面 同 士 が 上 方 か ら 見 て 略 ９ ０ 度 の 角 度 を 挟
ん で 当 接 す る 箇 所 に 設 置 す る こ と に よ り 、 上 記 フ レ ー ム 材 端 面 を 被 覆 し た バ ル コ ニ ー 壁 の
防 水 構 造 で あ っ て 、
上 記 フ レ ー ム 材 端 面 と 建 築 物 の 壁 面 と の 境 界 箇 所 、 及 び 、 上 記 フ レ ー ム 材 端 面 同 士 が 、 側
方 か ら 見 て 略 ９ ０ 度 の 角 度 を 挟 ん で 当 接 す る 箇 所 で は 、 二 個 の 防 水 材 が 対 を な し て 上 記 フ
レ ー ム 材 端 面 及 び そ の 端 面 を 挟 む 両 側 面 を 被 覆 し 、 か つ 、 か か る 防 水 材 同 士 が 一 部 重 な り
合 う こ と に よ り 上 記 フ レ ー ム 材 端 面 を 被 覆 す る よ う に 両 防 水 材 が 設 置 さ れ 、
上 記 フ レ ー ム 材 端 面 と 建 築 物 の 壁 面 と の 境 界 箇 所 に お い て は 、 各 防 水 材 の 第 一 被 覆 部 及 び
第 二 被 覆 部 が 上 記 フ レ ー ム 材 端 面 及 び 側 面 に 接 触 し 、 か つ 、 端 部 材 が 上 記 建 築 物 の 壁 面 に
当 接 す る よ う に 両 防 水 材 が 設 置 さ れ 、
上 記 フ レ ー ム 材 端 面 同 士 が 、 側 方 か ら 見 て 略 ９ ０ 度 の 角 度 を 挟 ん で 当 接 す る 箇 所 に お い て
は 、 各 防 水 材 の 上 記 第 一 被 覆 部 及 び 上 記 第 二 被 覆 部 が 上 記 フ レ ー ム 材 端 面 同 士 の 当 接 箇 所
に 接 触 又 は 略 接 触 し 、 か つ 、 各 防 水 材 の 端 部 材 が 上 記 フ レ ー ム 材 端 面 の 側 面 に 接 触 す る よ
う に 両 防 水 材 が 設 置 さ れ 、
上 記 フ レ ー ム 材 の 端 面 同 士 が 、 上 方 か ら 見 て 略 ９ ０ 度 の 角 度 を 挟 ん で 当 接 す る 箇 所 に お い
て は 、 上 記 防 水 材 が 、 上 記 端 部 材 が 上 記 フ レ ー ム 材 端 面 に 接 触 し 、 上 記 第 一 被 覆 部 及 び 上
記 第 二 被 覆 部 が 、 上 記 当 接 箇 所 の 内 側 面 に 接 触 す る よ う に 設 置 さ れ た
こ と を 特 徴 と す る バ ル コ ニ ー 壁 の 防 水 構 造 。
【 請 求 項 ６ 】
建 築 物 の 第 一 壁 面 か ら 突 出 す る よ う に 設 置 さ れ た バ ル コ ニ ー 壁 の フ レ ー ム 材 端 面 、 及 び 、
当 該 端 面 を 挟 む 側 面 の う ち の 一 側 面 に 対 し 、 請 求 項 １ 乃 至 ３ の い ず れ か に 記 載 の バ ル コ ニ
ー 壁 用 防 水 材 で あ っ て 互 い に 同 一 形 状 で あ る 複 数 の 防 水 材 を 、 少 な く と も 上 記 フ レ ー ム 材
端 面 と 建 築 物 の 第 一 壁 面 と の 境 界 箇 所 で 、 か つ 、 上 記 フ レ ー ム 材 外 側 面 と 、 上 記 建 築 物 の
第 一 壁 面 と 略 直 交 す る 第 二 壁 面 と が 略 同 一 面 の 状 態 に 構 成 さ れ た 箇 所 に 設 置 す る こ と に よ
り 、 上 記 フ レ ー ム 材 端 面 を 被 覆 し た バ ル コ ニ ー 壁 の 防 水 構 造 で あ っ て 、
上 記 防 水 材 の 設 置 箇 所 で は 、 二 個 の 防 水 材 が 対 を な し て 上 記 フ レ ー ム 材 端 面 及 び そ の 端 面
を 挟 む 両 側 面 を 被 覆 し 、 か つ 、 か か る 防 水 材 同 士 が 一 部 重 な り 合 う こ と に よ り 上 記 フ レ ー
ム 材 端 面 を 被 覆 す る よ う に こ れ ら の 防 水 材 が 設 置 さ れ 、
そ の う ち 一 方 の 防 水 材 が 、 そ の 第 一 被 覆 部 及 び 第 二 被 覆 部 が 上 記 フ レ ー ム 材 端 面 及 び 側 面
に 接 触 し 、 か つ 、 上 記 端 部 材 が 上 記 建 築 物 の 第 一 壁 面 に 接 触 す る よ う に 設 置 さ れ 、
他 方 の 防 水 材 は 、 そ の 第 一 被 覆 部 及 び 第 二 被 覆 部 が 上 記 フ レ ー ム 材 端 面 及 び 上 記 建 築 物 の
壁 面 に 接 触 し 、 か つ 、 上 記 端 部 材 の 一 部 が 上 記 フ レ ー ム 材 側 面 に 当 接 し 、 そ の 他 の 部 分 の
端 部 材 は 、 上 記 第 二 壁 面 に 当 接 す る よ う に 設 置 さ れ て い る
こ と を 特 徴 と す る バ ル コ ニ ー 壁 の 防 水 構 造 。
【 請 求 項 ７ 】
請 求 項 ６ 記 載 の バ ル コ ニ ー 壁 の 防 水 構 造 で あ っ て 、
上 記 バ ル コ ニ ー 壁 の 防 水 材 は 、 上 記 フ レ ー ム 材 端 面 同 士 が 側 方 か ら 見 て 略 ９ ０ 度 の 角 度 を
挟 ん で 当 接 す る 箇 所 に も 設 置 さ れ 、
か か る 箇 所 に お い て は 、 二 個 の 防 水 材 の 第 一 被 覆 部 及 び 第 二 被 覆 部 が 上 記 フ レ ー ム 材 端 面
同 士 の 当 接 箇 所 に 接 触 又 は 略 接 触 し 、 か つ 、 各 防 水 材 の 端 部 材 が 上 記 フ レ ー ム 材 端 面 の 側
面 に 接 触 し 、 か か る 防 水 材 同 士 が 一 部 重 な り 合 う こ と に よ り 上 記 フ レ ー ム 材 端 面 及 び そ の
端 面 を 挟 む 両 側 面 を 被 覆 す る よ う に 設 置 さ れ て い る
こ と を 特 徴 と す る バ ル コ ニ ー 壁 の 防 水 構 造 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
本 発 明 は 、 木 造 住 宅 等 の バ ル コ ニ ー 壁 内 部 へ の 浸 水 を 防 止 す る 防 水 材 、 及 び 、 そ の 防 水 材
を 用 い た 防 水 構 造 に 関 す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
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従 来 、 木 造 住 宅 等 の バ ル コ ニ ー 壁 に お い て 、 笠 木 同 士 の 継 ぎ 目 等 か ら バ ル コ ニ ー 壁 内 部 へ
の 浸 水 を 防 止 す る 防 水 材 と し て は 、 例 え ば 特 許 文 献 １ の よ う な も の が 存 在 す る 。 こ の 防 水
材 １ ０ １ （ 特 許 文 献 １ で は 、 外 壁 取 合 具 パ ー ツ ） は 、 図 １ ０ に 示 す よ う に 、 略 Ｌ 字 型 を し
た 端 板 １ ０ １ ｃ と 、 か か る Ｌ 字 型 の 内 側 の 二 辺 か ら 各 々 略 垂 直 に 立 直 す る 水 平 板 １ ０ １ ａ
お よ び 垂 直 板 １ ０ １ ｂ と か ら 構 成 さ れ て い る 。 ま た 、 上 記 水 平 板 １ ０ １ ａ 及 び 上 記 垂 直 板
１ ０ １ ｂ に は 、 か か る 立 直 方 向 と 垂 直 方 向 に 水 切 溝 １ ０ １ ａ ’ が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
そ し て 、 か か る 防 水 材 １ ０ １ は 、 図 ２ の Ａ の 位 置 、 す な わ ち 、 バ ル コ ニ ー 壁 ５ １ と 建 築 物
の 壁 面 Ｗ Ａ と の 取 り 合 い の 位 置 に 下 記 の よ う に 設 置 す る こ と が 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
ま ず 、 二 個 の 防 水 材 １ ０ １ を 用 意 し 、 図 １ １ （ ａ ） の よ う に 、 一 方 の 防 水 材 １ ０ １ を 、 端
板 １ ０ １ ｃ を バ ル コ ニ ー 壁 の フ レ ー ム 材 端 面 Ｋ と 建 築 物 壁 面 Ｗ と の 取 合 い の 片 側 に 合 わ せ
て 当 接 さ せ 、 水 平 板 １ ０ １ ａ お よ び 垂 直 板 １ ０ １ ｂ の 裏 側 に 塗 布 さ れ て い る 接 着 剤 に よ り
防 水 材 １ ０ １ を フ レ ー ム 材 端 面 Ｋ に 固 定 す る 。 次 に 、 他 方 の 防 水 材 １ ０ １ を 、 既 に 取 り 付
け た 防 水 材 １ ０ １ と は 反 対 側 の 取 合 い の 片 側 に 、 既 に 取 り 付 け た 防 水 材 １ ０ １ と 同 様 の 手
順 で 設 置 し 、 図 １ １ （ ｂ ） の よ う に 水 平 板 １ ０ １ ａ 同 士 を 重 ね 合 わ せ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
【 特 許 文 献 １ 】
実 登 ２ ５ １ ３ １ ５ ７ 号 公 報
【 ０ ０ ０ ６ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
バ ル コ ニ ー 壁 ５ １ 内 部 へ の 浸 水 を 防 止 す る 場 合 、 バ ル コ ニ ー 壁 端 面 と 建 築 物 壁 面 と の 取 り
合 い の み に 防 水 材 を 設 置 す る だ け で な く 、 様 々 な 箇 所 に 防 水 材 を 設 置 す る ほ う が よ り 好 ま
し い 。 そ し て 、 か か る 場 合 に お い て 、 例 え ば 、 図 ２ の Ｂ の 位 置 、 す な わ ち 、 バ ル コ ニ ー 壁
の 端 面 同 士 が 略 ９ ０ 度 の 角 度 を 挟 ん で 当 接 す る 部 分 に 設 置 す る こ と が 想 定 さ れ る 。 し か し
な が ら 、 上 記 の よ う な 防 水 材 １ ０ １ を 用 い る と 、 水 平 板 １ ０ １ ａ 及 び 垂 直 板 １ ０ １ ｂ の 立
直 長 さ は 、 バ ル コ ニ ー 壁 の フ レ ー ム 材 端 面 Ｋ の 幅 に 比 べ て 長 い た め 、 こ の よ う な 位 置 に 設
置 し よ う と し て も 、 水 平 板 １ ０ １ ａ 及 び 垂 直 板 １ ０ １ ｂ が バ ル コ ニ ー 壁 の 端 面 か ら は み 出
し て し ま い 、 対 応 す る こ と が 出 来 な い 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
よ っ て 、 様 々 な 箇 所 に 設 置 す る た め に は 、 そ の 設 置 箇 所 に 見 合 っ た 形 状 の 防 水 材 を 多 数 種
用 意 す る 必 要 が あ り 、 バ ル コ ニ ー 壁 の 防 水 構 造 を 構 築 す る 上 で 、 製 造 コ ス ト 等 の 点 に お い
て 負 担 と な っ て き た 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
本 発 明 は 、 一 つ の 防 水 材 で 上 記 バ ル コ ニ ー 壁 端 面 の 様 々 な 箇 所 に 設 置 す る こ と を 可 能 と す
る こ と に よ り 、 か か る 課 題 を 解 決 す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
本 発 明 は 、 バ ル コ ニ ー 壁 内 部 の フ レ ー ム 材 端 面 、 及 び 、 当 該 端 面 を 挟 む 側 面 の う ち の 一 側
面 に 取 り 付 け る こ と に よ り 、 バ ル コ ニ ー 壁 内 部 へ の 浸 水 を 防 止 す る バ ル コ ニ ー 壁 用 防 水 材
で あ っ て 、 板 状 に 形 成 さ れ 、 相 互 に 略 直 角 を な す 状 態 で つ な が る 第 一 被 覆 部 と 第 二 被 覆 部
と を 備 え た 主 部 材 と 、 上 記 主 部 材 の 一 端 か ら 上 記 主 部 材 と 略 垂 直 な 方 向 に 沿 っ て 上 記 主 部
材 の 凸 側 に 突 出 す る 板 状 に 形 成 さ れ た 端 部 材 と を 備 え 、 上 記 第 一 被 覆 部 と 上 記 第 二 被 覆 部
と の 境 界 部 分 の 長 さ 、 及 び 、 上 記 第 一 被 覆 部 と 上 記 端 部 材 と の 境 界 部 分 の 長 さ 、 及 び 、 上
記 第 二 被 覆 部 と 上 記 端 部 材 と の 境 界 部 分 の 長 さ は 、 い ず れ も 上 記 フ レ ー ム 材 の 幅 長 の 半 分
以 上 か つ 幅 長 以 下 で あ る こ と を 特 徴 と し た も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
こ の 防 水 材 は 、 上 記 第 一 被 覆 部 と 上 記 第 二 被 覆 部 と の 境 界 部 分 の 長 さ 、 及 び 、 上 記 第 一 被
覆 部 と 上 記 端 部 材 と の 境 界 部 分 の 長 さ 、 及 び 、 上 記 第 二 被 覆 部 と 上 記 端 部 材 と の 境 界 部 分
の 長 さ は 、 い ず れ も 上 記 フ レ ー ム 材 の 幅 長 の 半 分 以 上 か つ 幅 長 以 下 で あ る た め 、 請 求 項 ４
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記 載 の よ う な バ ル コ ニ ー 壁 の 防 水 構 造 を 構 築 す る こ と が 出 来 る 。
【 ０ ０ １ １ 】
す な わ ち 、 建 築 物 の 壁 面 か ら 突 出 す る よ う に 設 置 さ れ た バ ル コ ニ ー 壁 の フ レ ー ム 材 端 面 、
及 び 、 当 該 端 面 を 挟 む 側 面 の う ち の 一 側 面 に 対 し 、 上 記 バ ル コ ニ ー 壁 用 防 水 材 で あ っ て 互
い に 同 一 形 状 で あ る 複 数 の 防 水 材 を 、 上 記 フ レ ー ム 材 端 面 と 建 築 物 の 壁 面 と の 境 界 箇 所 、
及 び 、 上 記 フ レ ー ム 材 端 面 同 士 が 側 方 か ら 見 て 略 ９ ０ 度 の 角 度 を 挟 ん で 当 接 す る 箇 所 に 設
置 す る こ と に よ り 、 上 記 フ レ ー ム 材 端 面 を 被 覆 し た バ ル コ ニ ー 壁 の 防 水 構 造 で あ っ て 、 上
記 防 水 材 の 各 設 置 箇 所 で は 、 二 個 の 防 水 材 が 対 を な し て 上 記 フ レ ー ム 材 端 面 及 び そ の 端 面
を 挟 む 両 側 面 を 被 覆 し 、 か つ 、 か か る 防 水 材 同 士 が 一 部 重 な り 合 う こ と に よ り 上 記 フ レ ー
ム 材 端 面 を 被 覆 す る よ う に こ れ ら の 防 水 材 が 設 置 さ れ 、 上 記 フ レ ー ム 材 端 面 と 建 築 物 の 壁
面 と の 境 界 箇 所 に お い て は 、 各 防 水 材 の 第 一 被 覆 部 及 び 第 二 被 覆 部 が 上 記 フ レ ー ム 材 端 面
及 び 側 面 に 接 触 し 、 か つ 、 端 部 材 が 上 記 建 築 物 の 壁 面 に 当 接 す る よ う に 両 防 水 材 が 設 置 さ
れ 、 上 記 フ レ ー ム 材 端 面 同 士 が 側 方 か ら 見 て 略 ９ ０ 度 の 角 度 を 挟 ん で 当 接 す る 箇 所 に お い
て は 、 各 防 水 材 の 上 記 第 一 被 覆 部 及 び 上 記 第 二 被 覆 部 が 上 記 フ レ ー ム 材 端 面 同 士 の 当 接 箇
所 に 接 触 又 は 略 接 触 し 、 か つ 、 各 防 水 材 の 端 部 材 が 上 記 フ レ ー ム 材 端 面 の 側 面 に 接 触 す る
よ う に 設 置 さ れ て い る バ ル コ ニ ー 壁 の 防 水 構 造 を 構 築 す る こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
ま た 、 請 求 項 ６ 記 載 の よ う な 、 建 築 物 の 第 一 壁 面 か ら 突 出 す る よ う に 設 置 さ れ た バ ル コ ニ
ー 壁 の フ レ ー ム 材 端 面 、 及 び 、 当 該 端 面 を 挟 む 側 面 の う ち の 一 側 面 に 対 し 、 上 記 バ ル コ ニ
ー 壁 用 防 水 材 で あ っ て 互 い に 同 一 形 状 で あ る 複 数 の 防 水 材 を 、 少 な く と も 上 記 フ レ ー ム 材
端 面 と 建 築 物 の 第 一 壁 面 と の 境 界 箇 所 で 、 か つ 、 上 記 フ レ ー ム 材 外 側 面 と 、 上 記 建 築 物 の
第 一 壁 面 と 略 直 交 す る 第 二 壁 面 と が 略 同 一 面 の 状 態 に 構 成 さ れ た 箇 所 に 設 置 す る こ と に よ
り 、 上 記 フ レ ー ム 材 端 面 を 被 覆 し た バ ル コ ニ ー 壁 の 防 水 構 造 で あ っ て 、 上 記 防 水 材 の 設 置
箇 所 で は 、 二 個 の 防 水 材 が 対 を な し て 上 記 フ レ ー ム 材 端 面 及 び そ の 端 面 を 挟 む 両 側 面 を 被
覆 し 、 か つ 、 か か る 防 水 材 同 士 が 一 部 重 な り 合 う こ と に よ り 上 記 フ レ ー ム 材 端 面 を 被 覆 す
る よ う に こ れ ら の 防 水 材 が 設 置 さ れ 、 そ の う ち 一 方 の 防 水 材 が 、 そ の 第 一 被 覆 部 及 び 第 二
被 覆 部 が 上 記 フ レ ー ム 材 端 面 及 び 側 面 に 接 触 し 、 か つ 、 上 記 端 部 材 が 上 記 建 築 物 の 第 一 壁
面 に 接 触 す る よ う に 設 置 さ れ 、 他 方 の 防 水 材 は 、 そ の 第 一 被 覆 部 及 び 第 二 被 覆 部 が 上 記 フ
レ ー ム 材 端 面 及 び 上 記 建 築 物 の 壁 面 に 接 触 し 、 か つ 、 上 記 端 部 材 の 一 部 が 上 記 フ レ ー ム 材
側 面 に 当 接 し 、 そ の 他 の 部 分 の 端 部 材 は 、 上 記 第 二 壁 面 に 当 接 す る よ う に 設 置 さ れ て い る
バ ル コ ニ ー 壁 の 防 水 構 造 を 構 築 す る こ と も 可 能 と な る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
さ ら に は 、 請 求 項 ７ 記 載 の よ う な 、 請 求 項 ６ 記 載 の バ ル コ ニ ー 壁 の 防 水 構 造 で あ っ て 、 上
記 バ ル コ ニ ー 壁 の 防 水 材 は 、 上 記 フ レ ー ム 材 端 面 同 士 が 側 方 か ら 見 て 略 ９ ０ 度 の 角 度 を 挟
ん で 当 接 す る 箇 所 に も 設 置 さ れ 、 か か る 箇 所 に お い て は 、 二 個 の 防 水 材 の 第 一 被 覆 部 及 び
第 二 被 覆 部 が 上 記 フ レ ー ム 材 端 面 同 士 の 当 接 箇 所 に 接 触 又 は 略 接 触 し 、 か つ 、 各 防 水 材 の
端 部 材 が 上 記 フ レ ー ム 材 端 面 の 側 面 に 接 触 し 、 か か る 防 水 材 同 士 が 一 部 重 な り 合 う こ と に
よ り 上 記 フ レ ー ム 材 端 面 及 び そ の 端 面 を 挟 む 両 側 面 を 被 覆 す る よ う に 設 置 さ れ て い る バ ル
コ ニ ー 壁 の 防 水 構 造 を 構 築 す る こ と も 可 能 と な る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
し た が っ て 、 バ ル コ ニ ー 壁 の 防 水 を 行 う 際 、 同 一 形 状 の バ ル コ ニ ー 壁 用 防 水 材 を 用 い て 互
い に 異 な る 配 置 対 応 の バ ル コ ニ ー 壁 の フ レ ー ム 材 端 面 に 設 置 す る こ と が 出 来 る た め 、 か か
る 防 水 構 造 に 使 用 す る 防 水 材 の 種 類 を 減 少 さ せ る こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
ま た 、 請 求 項 ２ の 発 明 は 、 上 記 端 部 材 の 寸 法 の う ち 、 上 記 第 一 被 覆 部 と 上 記 端 部 材 と の 境
界 部 分 が 延 び る 方 向 と 直 交 す る 方 向 の 寸 法 、 及 び 、 上 記 第 二 被 覆 部 と 上 記 端 部 材 と の 境 界
部 分 が 延 び る 方 向 と 直 交 す る 方 向 の 寸 法 が 、 各 々 フ レ ー ム 材 の 幅 長 以 下 で あ る も の で あ る
。
【 ０ ０ １ ６ 】
こ の 場 合 、 請 求 項 ５ 記 載 の よ う な バ ル コ ニ ー 壁 の 防 水 構 造 を 構 築 す る こ と が 出 来 る 。 す な
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わ ち 、 建 築 物 の 壁 面 か ら 突 出 す る よ う に 設 置 さ れ た バ ル コ ニ ー 壁 の フ レ ー ム 材 端 面 、 及 び
、 当 該 端 面 を 挟 む 側 面 の う ち の 一 側 面 に 対 し 、 上 記 バ ル コ ニ ー 壁 用 防 水 材 で あ っ て 互 い に
同 一 形 状 で あ る 複 数 の 防 水 材 を 、 上 記 フ レ ー ム 材 端 面 と 建 築 物 の 壁 面 と の 境 界 箇 所 、 及 び
、 上 記 フ レ ー ム 材 端 面 同 士 が 側 方 か ら 見 て 略 ９ ０ 度 の 角 度 を 挟 ん で 当 接 す る 箇 所 、 及 び 、
上 記 フ レ ー ム 材 の 内 側 面 同 士 が 上 方 か ら 見 て 略 ９ ０ 度 の 角 度 を 挟 ん で 当 接 す る 箇 所 に 設 置
す る こ と に よ り 、 上 記 フ レ ー ム 材 端 面 を 被 覆 し た バ ル コ ニ ー 壁 の 防 水 構 造 で あ っ て 、 上 記
フ レ ー ム 材 端 面 と 建 築 物 の 壁 面 と の 境 界 箇 所 、 及 び 、 上 記 フ レ ー ム 材 端 面 同 士 が 、 側 方 か
ら 見 て 略 ９ ０ 度 の 角 度 を 挟 ん で 当 接 す る 箇 所 で は 、 二 個 の 防 水 材 が 対 を な し て 上 記 フ レ ー
ム 材 端 面 及 び そ の 端 面 を 挟 む 両 側 面 を 被 覆 し 、 か つ 、 か か る 防 水 材 同 士 が 一 部 重 な り 合 う
こ と に よ り 上 記 フ レ ー ム 材 端 面 を 被 覆 す る よ う に 両 防 水 材 が 設 置 さ れ 、 上 記 フ レ ー ム 材 端
面 と 建 築 物 の 壁 面 と の 境 界 箇 所 に お い て は 、 各 防 水 材 の 第 一 被 覆 部 及 び 第 二 被 覆 部 が 上 記
フ レ ー ム 材 端 面 及 び 側 面 に 接 触 し 、 か つ 、 端 部 材 が 上 記 建 築 物 の 壁 面 に 当 接 す る よ う に 両
防 水 材 が 設 置 さ れ 、 上 記 フ レ ー ム 材 端 面 同 士 が 側 方 か ら 見 て 略 ９ ０ 度 の 角 度 を 挟 ん で 当 接
す る 箇 所 に お い て は 、 各 防 水 材 の 上 記 第 一 被 覆 部 及 び 上 記 第 二 被 覆 部 が 上 記 フ レ ー ム 材 端
面 同 士 の 当 接 箇 所 に 接 触 又 は 略 接 触 し 、 か つ 、 各 防 水 材 の 端 部 材 が 上 記 フ レ ー ム 材 端 面 の
側 面 に 接 触 す る よ う に 両 防 水 材 が 設 置 さ れ 、 上 記 フ レ ー ム 材 の 端 面 同 士 が 上 方 か ら 見 て 略
９ ０ 度 の 角 度 を 挟 ん で 当 接 す る 箇 所 に お い て は 、 上 記 防 水 材 が 、 上 記 端 部 材 が 上 記 フ レ ー
ム 材 端 面 に 接 触 し 、 上 記 第 一 被 覆 部 及 び 上 記 第 二 被 覆 部 が 、 上 記 当 接 箇 所 の 内 側 面 に 接 触
又 は 略 接 触 す る よ う に 設 置 さ れ た バ ル コ ニ ー 壁 の 防 水 構 造 を 構 築 す る こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
よ っ て 、 か か る 防 水 構 造 に 使 用 す る 防 水 材 の 種 類 を さ ら に 減 少 さ せ る こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
請 求 項 ３ 記 載 の 発 明 は 、 バ ル コ ニ ー 壁 内 部 の フ レ ー ム 材 端 面 、 及 び 、 当 該 端 面 を 挟 む 側 面
の う ち の 一 側 面 に 取 り 付 け る こ と に よ り 、 バ ル コ ニ ー 壁 内 部 へ の 浸 水 を 防 止 す る バ ル コ ニ
ー 壁 用 防 水 材 で あ っ て 、 板 状 に 形 成 さ れ 、 相 互 に 略 直 角 を な す 状 態 で つ な が る 第 一 被 覆 部
と 第 二 被 覆 部 と を 備 え た 主 部 材 と 、 上 記 主 部 材 の 一 端 に 、 上 記 主 部 材 と 略 垂 直 で 、 か つ 、
上 記 主 部 材 の 凸 方 向 側 に 突 出 す る 方 向 に 一 定 幅 の 略 Ｌ 形 板 状 に 形 成 さ れ た 端 部 材 と を 備 え
、 上 記 第 一 被 覆 部 と 上 記 第 二 被 覆 部 と の 境 界 部 分 の 長 さ 、 及 び 、 上 記 第 一 被 覆 部 と 上 記 端
部 材 と の 境 界 部 分 の 長 さ 、 及 び 、 上 記 第 二 被 覆 部 と 上 記 端 部 材 と の 境 界 部 分 の 長 さ 、 及 び
、 上 記 端 部 材 の 幅 長 は 、 互 い に 略 等 し い こ と を 特 徴 と す る バ ル コ ニ ー 壁 用 防 水 材 で あ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
こ の 構 成 に よ れ ば 、 上 記 各 境 界 部 分 の 長 さ 、 及 び 、 上 記 端 部 材 の 幅 長 以 上 で 、 か つ 、 こ れ
ら の 長 さ よ り 二 倍 以 下 の 幅 長 を も つ 上 記 フ レ ー ム 材 に 適 用 す る こ と に よ り 、 請 求 項 ４ 及 び
請 求 項 ５ 記 載 の バ ル コ ニ ー 壁 の 防 水 構 造 を 採 る こ と が 可 能 と な る 。 よ っ て 、 か か る 防 水 構
造 に 使 用 す る 防 水 材 の 種 類 を 減 少 さ せ る こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
本 発 明 の 実 施 形 態 に つ い て 、 図 １ ～ 図 ８ を 用 い て 説 明 す る 。 た だ し 、 本 発 明 は 以 下 の 実 施
形 態 に 限 定 さ れ る こ と は な い 。
【 ０ ０ ２ １ 】
第 一 実 施 形 態 （ 図 １ ～ 図 ８ 参 照 ）
ま ず 、 本 発 明 の バ ル コ ニ ー の 構 造 の 概 要 に つ き 、 図 １ を 用 い て 説 明 す る 。 バ ル コ ニ ー Ｂ Ａ
の 周 縁 は 、 建 築 物 の 第 一 壁 面 Ｗ Ａ と バ ル コ ニ ー 用 壁 ５ １ に よ っ て 囲 ま れ る よ う に 設 置 さ れ
て い る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
バ ル コ ニ ー 壁 ５ １ は 、 図 １ 、 図 ２ に 示 す よ う に 、 そ の 最 表 面 に は 、 バ ル コ ニ ー 壁 ５ １ の 内
側 面 に 配 設 さ れ た 内 側 壁 材 ５ ５ と 、 外 側 面 に 配 設 さ れ た 外 側 壁 材 ５ ７ と 、 か か る 両 部 材 の
上 端 を 覆 う よ う に 配 設 さ れ た 笠 木 ５ ３ と を 備 え て い る 。 そ し て 、 笠 木 ５ ３ と 内 側 壁 材 ５ ５
と の 間 隙 、 及 び 、 笠 木 ５ ３ と 外 側 壁 材 ５ ７ と の 間 隙 に シ ー リ ン グ 材 ５ ９ が 詰 め ら れ て い る
。
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【 ０ ０ ２ ３ 】
そ し て 、 バ ル コ ニ ー 壁 ５ １ の 内 部 に は 、 図 ２ に 示 す よ う に 、 フ レ ー ム 材 ６ ０ 、 及 び 、 胴 縁
６ ７ 、 及 び 、 防 水 材 Ｓ が 配 置 さ れ て い る 。 フ レ ー ム 材 ６ ０ は 、 内 側 壁 材 ５ ５ と 、 外 側 壁 材
５ ７ と の 間 に 各 々 の 壁 材 か ら 一 定 の 間 隙 を 設 け て 配 設 さ れ 、 か か る 間 隙 に は 胴 縁 ６ ７ が 各
々 配 設 さ れ て い る 。 ま た 、 フ レ ー ム 材 ６ ０ の 端 面 ６ １ 及 び 内 側 面 ６ ３ 及 び 外 側 面 ６ ５ を 覆
う よ う に 防 水 材 Ｓ 及 び 防 水 シ ー ト ４ １ が 配 設 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
バ ル コ ニ ー 壁 ５ １ を 防 水 す る 防 水 材 Ｓ は 、 図 ３ （ ａ ） ～ （ ｄ ） に 記 載 さ れ る 第 一 防 水 材 １
（ 本 発 明 に お け る バ ル コ ニ ー 壁 用 防 水 材 に 相 当 ） 、 及 び 、 第 二 防 水 材 ２ 、 及 び 、 中 間 防 水
材 ３ が 用 い ら れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
図 ３ （ ａ ） は 、 第 一 防 水 材 １ で あ っ て 、 主 部 材 １ １ と 、 端 部 材 １ ２ と を 備 え て い る 。 主 部
材 １ １ 及 び 端 部 材 １ ２ は 、 主 に 、 ポ リ エ チ レ ン 、 Ｅ Ｖ Ａ （ エ チ レ ン － 酢 酸 ビ ニ ル 共 重 合 体
） 、 塩 化 ビ ニ ル 、 ブ チ ル ゴ ム 等 の 合 成 樹 脂 製 の 板 や シ ー ト 等 を 用 い ら れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
主 部 材 １ １ は 、 第 一 被 覆 部 １ １ ａ と 第 二 被 覆 部 １ １ ｂ と を 備 え 、 各 々 の 部 分 は 略 直 角 を な
す 状 態 で つ な が っ て い る 。 す な わ ち 、 主 部 材 １ １ は 、 略 Ｌ 字 型 の 断 面 を 持 つ 形 態 と な っ て
い る 。 ま た 、 端 部 材 １ ２ は 、 主 部 材 １ １ の 一 端 か ら 主 部 材 １ １ と 略 垂 直 な 方 向 に 沿 っ て 主
部 材 １ １ の 突 出 側 （ 凸 側 ） に 略 Ｌ 字 板 状 を な し て 突 出 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
な お 、 上 記 「 突 出 側 」 に つ き 、 主 部 材 １ １ の 断 面 図 で あ る 図 ３ （ ｄ ） を 用 い て 説 明 す る と
、 上 記 「 突 出 側 」 と は 、 第 一 被 覆 部 １ １ ａ 又 は 第 二 被 覆 部 １ １ ｂ が 存 在 す る 位 置 か ら 、 第
一 被 覆 部 １ １ ａ と 第 二 被 覆 部 １ １ ｂ と の 二 つ の 部 材 で 区 切 ら れ た 領 域 の う ち 略 ２ ７ ０ 度 の
角 度 を 挟 ん で 上 記 二 つ の 部 材 に よ り 区 切 ら れ た 領 域 （ 領 域 Ｏ に 相 当 ） へ 向 か う 方 向 の こ と
を 差 す 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
そ し て 、 図 ３ （ ａ ） に 戻 っ て 続 き を 説 明 す る と 、 第 一 被 覆 部 １ １ ａ と 第 二 被 覆 部 １ １ ｂ と
の 境 界 部 分 の 長 さ Ｌ １ 、 及 び 、 第 一 被 覆 部 １ １ ａ と 端 部 材 １ ２ と の 境 界 部 分 の 長 さ Ｌ ２ 、
及 び 、 第 二 被 覆 部 １ １ ｂ と 端 部 材 １ ２ と の 境 界 部 分 の 長 さ Ｌ ３ 、 及 び 、 端 部 材 １ ２ の 幅 長
Ｌ ４ １ 、 Ｌ ４ ２ は 、 い ず れ も 略 等 し い 長 さ と な っ て お り 、 こ れ ら の 長 さ は 、 フ レ ー ム 材 端
面 ６ １ の 幅 長 Ｗ ｉ （ 図 ２ 参 照 ） の 半 分 以 上 、 か つ 、 上 記 幅 長 以 下 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
図 ３ （ ｂ ） は 、 第 二 防 水 材 ２ で あ っ て 、 基 部 材 ２ １ と 、 第 一 側 部 材 ２ ２ と 、 第 二 側 部 材 ２
３ と を 備 え 、 各 々 略 長 方 形 板 の 形 状 を な し 、 か つ 、 第 一 側 部 材 ２ ２ 、 及 び 、 第 二 側 部 材 ２
３ は 、 基 部 材 ２ １ の 隣 接 す る 二 辺 か ら こ の 基 部 材 ２ １ と 略 垂 直 を 成 す よ う に 各 々 構 成 さ れ
、 こ れ ら の 部 材 は 一 体 と な っ て い る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
図 ３ （ ｃ ） は 、 中 間 防 水 材 ３ で あ っ て 、 一 定 幅 Ｗ を 保 っ て 帯 状 に 延 び る シ ー ト 状 又 は 薄 板
状 に 構 成 さ れ て い る 。 そ し て 、 中 間 防 水 材 ３ に は 、 幅 方 向 一 端 側 か ら 順 番 に 、 第 一 側 面 部
３ ２ 、 及 び 、 上 面 部 ３ １ 、 及 び 、 第 二 側 面 部 ３ ３ と が 設 け ら れ 、 各 々 一 定 の 幅 長 Ｗ ２ 、 Ｗ
１ 、 Ｗ ３ を 保 っ て 長 さ 方 向 に 延 び て い る 。 な お 、 Ｗ １ は 、 フ レ ー ム 材 端 面 ６ １ の 幅 長 Ｗ ｉ
（ 図 ２ 参 照 ） 以 下 で あ る 。 ま た 、 第 一 側 面 部 ３ ２ と 上 面 部 ３ １ と の 境 界 部 分 、 及 び 、 上 面
部 ３ １ と 第 二 側 面 部 ３ ３ と の 境 界 部 分 に は 、 凹 凸 部 ３ ４ が 設 け ら れ て い る 。 な お 、 こ の 凹
凸 部 ３ ４ は 必 ず し も 形 成 さ れ て い る 必 要 は な い 。 な お 、 第 二 防 水 材 ２ 及 び 中 間 防 水 材 ３ に
使 用 す る 材 質 は 、 主 に 第 一 防 水 材 １ に 使 用 さ れ て い る も の を 用 い る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
な お 、 第 一 防 水 材 １ が 設 置 す る 位 置 に つ き 、 図 １ を 用 い て 説 明 す る と 、 第 一 防 水 材 １ は 、
バ ル コ ニ ー 壁 ５ １ と 建 築 物 の 第 一 壁 面 Ｗ Ａ と の 境 界 部 分 並 び に そ の 周 辺 部 分 （ Ａ 箇 所 、 及
び 、 Ａ ’ 箇 所 ） 、 及 び 、 側 方 か ら 見 て 略 ９ ０ 度 の 角 度 を 挟 ん で バ ル コ ニ ー 壁 ５ １ の 端 面 同
士 が 当 接 す る 部 分 並 び に そ の 周 辺 部 分 （ Ｂ 箇 所 ） 、 及 び 、 上 方 か ら 見 て 略 ９ ０ 度 の 角 度 を
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挟 ん で バ ル コ ニ ー 壁 ５ １ の 端 面 同 士 が 当 接 す る 部 分 並 び に そ の 周 辺 部 分 （ Ｃ 箇 所 ） に 取 り
付 け ら れ る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
以 下 、 図 ４ を 用 い て 、 上 記 の 防 水 材 Ｓ 及 び 防 水 シ ー ト ４ １ を 用 い て Ａ 箇 所 を 防 水 す る 防 水
構 造 を 構 築 す る 方 法 に つ き 説 明 す る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
ま ず 、 図 ４ （ ａ ） に 示 す よ う に 、 中 間 防 水 材 ３ の 上 面 部 ３ １ を フ レ ー ム 材 端 面 ６ １ に 接 触
さ せ る よ う に 設 置 し 、 上 記 凹 凸 部 ３ ４ を そ の 長 さ 方 向 と 平 行 に 折 り 曲 げ て 、 第 一 側 面 部 ３
２ （ 図 示 せ ず ） 、 及 び 、 第 二 側 面 部 ３ ３ が 、 フ レ ー ム 材 端 面 ６ １ を 挟 む 側 面 に 各 々 接 触 す
る よ う に 設 置 す る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
次 に 、 図 ４ （ ｂ ） に 示 す よ う に 、 二 個 の 第 一 防 水 材 １ を 使 用 し 、 一 方 の 第 一 防 水 材 １ に つ
い て は 、 第 二 被 覆 部 １ １ ｂ が フ レ ー ム 材 端 面 ６ １ に 接 触 し 、 第 一 被 覆 部 １ １ ａ が フ レ ー ム
材 内 側 面 ６ ３ に 接 触 し 、 端 部 材 １ ２ が 建 築 物 の 壁 面 Ｗ Ａ に 接 触 す る よ う に 設 置 す る 。 そ し
て 、 他 方 の 第 一 防 水 材 １ に つ い て は 、 第 一 被 覆 部 １ １ ａ が 、 そ の 一 部 が 既 に 設 置 し た 第 一
防 水 材 １ の 第 二 被 覆 部 １ １ ｂ と 重 な る よ う に フ レ ー ム 材 端 面 ６ １ に 接 触 し 、 第 二 被 覆 部 １
１ ｂ が フ レ ー ム 材 外 側 面 （ 図 ４ （ ｂ ） で は 図 示 せ ず ） に 接 触 し 、 端 部 材 １ ２ が 建 築 物 の 壁
面 Ｗ Ａ に 接 触 す る よ う に 設 置 す る 。 な お 、 第 一 被 覆 部 １ １ ａ と 第 二 被 覆 部 １ １ ｂ と が 重 な
り あ う 部 分 、 及 び 、 建 築 物 の 壁 面 Ｗ Ａ と 端 部 材 １ ２ と が 接 触 す る 部 分 に つ い て は 、 接 着 テ
ー プ １ ５ に よ っ て 接 着 さ せ て い る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
そ し て 、 図 ４ （ ｃ ） に 示 す よ う に 、 フ レ ー ム 材 内 側 面 ６ ３ に 、 防 水 シ ー ト ４ １ 設 置 す る 。
な お 、 図 示 し て い な い が 、 フ レ ー ム 材 外 側 面 ６ ５ に も 、 防 水 シ ー ト ４ １ を 同 様 に 設 置 す る
。
【 ０ ０ ３ ６ 】
以 上 よ り 、 Ａ 箇 所 、 す な わ ち 、 フ レ ー ム 材 端 面 ６ １ と 建 築 物 壁 面 Ｗ Ａ と の 境 界 部 分 並 び に
そ の 周 辺 部 分 に お い て は 、 第 一 被 覆 部 １ １ ａ 及 び 第 二 被 覆 部 １ １ ｂ が フ レ ー ム 材 の 端 面 ６
１ 及 び 内 側 面 ６ ３ 、 又 は 、 フ レ ー ム 材 の 端 面 ６ １ 及 び 外 側 面 ６ ５ に 接 触 し 、 か つ 、 端 部 材
１ ２ が 建 築 物 の 壁 面 Ｗ Ａ に 当 接 す る よ う に 二 つ の 第 一 防 水 材 １ が 設 置 さ れ て い る 。 そ し て
、 当 該 第 一 防 水 材 １ 同 士 が フ レ ー ム 材 の 端 面 ６ １ で そ の 一 部 が 重 な り 合 う こ と で 、 フ レ ー
ム 材 の 端 面 ６ １ 、 及 び 、 内 側 面 ６ ３ 、 及 び 、 外 側 面 ６ ５ が 、 上 記 第 一 防 水 材 １ で 被 覆 さ れ
て い る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
ま た 、 バ ル コ ニ ー 壁 ５ １ と 建 築 物 の 第 一 壁 面 Ｗ Ａ 部 分 と の 境 界 部 分 並 び に そ の 周 辺 部 分 の
う ち 、 フ レ ー ム 材 外 側 面 ６ ５ と 、 第 一 壁 面 Ｗ Ａ と 略 直 交 す る 第 二 壁 面 Ｗ Ｂ と が 略 同 一 面 の
状 態 に 構 成 さ れ た Ａ ’ 箇 所 を 、 上 記 の 防 水 材 Ｓ 及 び 防 水 シ ー ト ４ １ を 用 い て 防 水 す る 防 水
構 造 つ き 、 図 ５ を 用 い て 説 明 す る 。 な お 、 Ａ 箇 所 と 同 構 成 の 部 分 に つ い て は 、 そ の 説 明 を
省 略 す る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
一 方 の 第 一 防 水 材 １ （ 図 ５ に お い て は 左 側 に 位 置 す る 第 一 防 水 材 １ ） は 、 第 一 被 覆 部 １ １
ａ 及 び 第 二 被 覆 部 １ １ ｂ が フ レ ー ム 材 の 端 面 ６ １ 及 び 内 側 面 に 接 触 し 、 か つ 、 端 部 材 １ ２
が 建 築 物 の 第 一 壁 面 Ｗ Ａ に 当 接 す る よ う に 設 置 さ れ て い る 。 ま た 、 他 方 の 防 水 材 １ （ 図 ５
に お い て は 右 側 に 位 置 す る 第 一 防 水 材 １ ） は 、 第 一 被 覆 部 １ １ ａ 及 び 第 二 被 覆 部 １ １ ｂ が
フ レ ー ム 材 端 面 ６ １ 及 び 建 築 物 の 第 一 壁 面 Ｗ Ａ に 当 接 す る よ う に 接 触 し 、 か つ 、 端 部 材 １
２ の 一 部 が フ レ ー ム 材 外 側 面 ６ ５ に 接 触 し 、 残 り の 部 分 が 第 二 壁 面 Ｗ Ｂ に 接 触 す る 。 そ し
て 、 当 該 第 一 防 水 材 １ 同 士 が フ レ ー ム 材 の 端 面 ６ １ で そ の 一 部 が 重 な り 合 う こ と で 、 フ レ
ー ム 材 の 端 面 ６ １ 、 及 び 、 内 側 面 ６ ３ 、 及 び 、 外 側 面 ６ ５ が 、 二 個 の 第 一 防 水 材 １ で 被 覆
さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
次 に 、 図 ６ を 用 い て 、 上 記 Ｂ 箇 所 を 防 水 材 で 覆 う 方 法 に つ き 、 説 明 す る 。
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【 ０ ０ ４ ０ 】
ま ず 、 図 ６ （ ａ ） に 示 す よ う に 、 二 個 の 中 間 防 水 材 ３ が 、 フ レ ー ム 材 端 面 ６ １ 同 士 が 当 接
す る 箇 所 Ｔ Ｏ を 挟 ん で 設 置 さ れ る 。 な お 、 各 々 の 中 間 防 水 材 ３ の 設 置 状 況 に つ い て は 、 上
記 Ａ 箇 所 に 設 置 す る 場 合 と 同 様 、 上 面 部 ３ １ を 、 フ レ ー ム 材 端 面 ６ １ に 接 触 し 、 上 記 凹 凸
部 ３ ４ を そ の 長 さ 方 向 と 平 行 に 折 り 曲 げ て 、 第 一 側 面 部 ３ ２ 、 及 び 、 第 二 側 面 部 ３ ３ が 、
フ レ ー ム 材 端 面 ６ １ を 挟 む 内 側 面 ６ ３ （ 図 ４ 参 照 ） 、 及 び 、 外 側 面 ６ ５ に 各 々 接 触 す る よ
う に 設 置 す る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
次 に 、 図 ６ （ ｂ ） に 示 す よ う に 、 二 個 の 第 一 防 水 材 １ を 使 用 し 、 各 々 の 第 一 防 水 材 １ に つ
い て は 、 第 一 被 覆 部 １ １ ａ 及 び 第 二 被 覆 部 １ １ ｂ が 上 記 二 面 の フ レ ー ム 材 端 面 ６ １ に 接 触
し 、 端 部 材 １ ２ が 、 フ レ ー ム 材 端 面 ６ １ を 挟 む 内 側 面 ６ ３ 、 外 側 面 ６ ５ に 各 々 接 触 し 、 か
つ 、 フ レ ー ム 材 端 面 ６ １ 上 の 第 一 被 覆 部 １ １ ａ 及 び 第 二 被 覆 部 １ １ ｂ の 一 部 が 各 々 他 方 の
防 水 材 １ に 重 な る よ う に 設 置 す る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
な お 、 図 示 し て い な い が 、 第 一 防 水 材 １ 同 士 が 重 な り 合 う 部 分 、 及 び 、 建 築 物 の 側 面 ６ ３
、 ６ ５ と 端 部 材 １ ２ と が 接 触 す る 部 分 に つ い て は 、 接 着 テ ー プ １ ５ に よ っ て 接 着 さ せ て い
る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
そ し て 、 図 ６ （ ｃ ） に 示 す よ う に 、 フ レ ー ム 材 外 側 面 ６ ５ に 防 水 シ ー ト ４ １ を 設 置 す る 。
な お 、 図 示 さ れ て い な い が 、 フ レ ー ム 材 内 側 面 ６ ３ に も 、 防 水 シ ー ト ４ １ を Ａ 箇 所 に 設 置
し た 場 合 と 同 様 に 設 置 す る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
以 上 よ り 、 Ｂ 箇 所 、 す な わ ち 、 フ レ ー ム 材 端 面 ６ １ 同 士 が 、 側 方 か ら 見 て 略 ９ ０ 度 の 角 度
を 挟 ん で 当 接 す る 位 置 、 並 び に 、 そ の 周 辺 箇 所 に お い て は 、 第 一 防 水 材 １ の 第 一 被 覆 部 １
１ ａ 及 び 第 二 被 覆 部 １ １ ｂ が フ レ ー ム 材 端 面 ６ １ 同 士 の 当 接 箇 所 Ｔ Ｏ に 接 触 又 は 略 接 触 す
る 状 況 、 か つ 、 第 一 防 水 材 １ の 端 部 材 １ ２ 各 々 が フ レ ー ム 材 端 面 の 側 面 ６ ３ 、 ６ ５ に 接 触
す る よ う に 設 置 さ れ て い る 。 さ ら に 、 当 該 第 一 防 水 材 １ 同 士 が フ レ ー ム 材 の 端 面 ６ １ で そ
の 一 部 が 重 な り 合 う こ と で 、 フ レ ー ム 材 の 端 面 ６ １ 、 及 び 、 内 側 面 ６ ３ 、 及 び 、 外 側 面 ６
５ が 、 上 記 第 一 防 水 材 １ で 被 覆 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
ま た 、 図 ８ を 用 い て 、 上 記 Ｃ 箇 所 を 防 水 材 で 覆 う 方 法 に つ き 説 明 す る 。 な お 、 上 記 Ｃ 箇 所
に 使 用 す る 中 間 防 水 材 は 、 図 ７ （ ａ ） 記 載 の 中 間 防 水 材 ３ ’ の よ う に 、 上 面 部 ３ １ ’ の 端
部 ３ １ ａ ’ が 斜 め に な っ て お り 、 第 一 側 面 部 ３ ２ ’ と 第 二 側 面 部 ３ ３ ’ と の 端 部 が 、 長 さ
方 向 に ず れ て い る も の で あ る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
ま ず 、 図 ８ （ ａ ） に 示 す よ う に 、 二 個 の 中 間 防 水 材 ３ ’ が 、 フ レ ー ム 材 端 面 ６ １ の 内 側 面
同 士 が 当 接 す る 箇 所 Ｔ Ｏ ２ を 挟 ん で 設 置 さ れ る 。 な お 、 各 々 の 中 間 防 水 材 ３ の 設 置 状 況 に
つ い て は 、 上 記 Ａ 箇 所 に 設 置 す る 場 合 と 同 様 、 上 面 部 ３ １ を 、 フ レ ー ム 材 端 面 ６ １ に 接 触
し 、 上 記 凹 凸 部 ３ ４ ’ を そ の 長 さ 方 向 に 折 り 曲 げ て 、 第 一 側 面 部 ３ ２ ’ 、 及 び 、 第 二 側 面
部 ３ ３ ’ が 、 フ レ ー ム 材 端 面 ６ １ を 挟 む 内 側 面 、 及 び 、 外 側 面 ６ ５ に 各 々 接 触 す る よ う に
設 置 す る 。 な お 、 か か る 設 置 を 行 う 場 合 、 上 面 部 ３ １ ’ の 端 部 ３ １ ａ ’ 同 士 が 、 対 向 す る
状 態 で 行 わ れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
次 に 、 図 ８ （ ｂ ） に 示 す よ う に 、 中 間 防 水 材 ３ ’ の 間 を 、 第 二 防 水 材 ２ と 、 第 一 防 水 材 １
と で 被 覆 す る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
具 体 的 に は 、 第 二 防 水 材 ２ を 、 フ レ ー ム 材 端 面 ６ １ の 外 側 面 ６ ５ 同 士 が 略 ２ ７ ０ 度 の 角 度
を 挟 ん で 当 接 す る 位 置 Ｔ Ｏ ３ に 設 置 す る 。 か か る 設 置 状 況 と し て は 、 第 一 側 部 材 ２ ２ 及 び
第 二 側 部 材 ２ ３ が フ レ ー ム 材 端 面 ６ １ の 外 側 面 ６ ５ に 接 し 、 基 部 材 ２ １ が フ レ ー ム 材 端 面
６ １ に 接 す る 状 態 に な っ て い る 。
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【 ０ ０ ４ ９ 】
そ し て 、 第 一 防 水 材 １ を 、 フ レ ー ム 材 端 面 ６ １ の 内 側 面 同 士 が 略 ９ ０ 度 の 角 度 を 挟 ん で 当
接 す る 位 置 Ｔ Ｏ ２ に 設 置 す る 。 か か る 場 合 、 第 一 被 覆 部 １ １ ａ 及 び 第 二 被 覆 部 １ １ ｂ が 、
上 記 二 面 の フ レ ー ム 材 内 側 面 ６ ３ に 接 触 し 、 端 部 材 １ ２ が フ レ ー ム 材 端 面 ６ １ に 接 触 し 、
フ レ ー ム 材 端 面 ６ １ 上 の 端 部 材 １ ２ の 一 部 が 第 二 防 水 材 ２ の 基 部 材 ２ １ に 重 な る よ う に 設
置 す る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
さ ら に 、 図 ６ （ ｃ ） に 示 す よ う に 、 フ レ ー ム 材 外 側 面 ６ ５ に 、 防 水 シ ー ト ４ １ 設 置 す る 。
な お 、 図 示 さ れ て い な い が 、 フ レ ー ム 材 内 側 面 ６ ３ に も 、 防 水 シ ー ト ４ １ を 同 様 に 設 置 す
る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
以 上 よ り 、 Ｃ 箇 所 、 す な わ ち フ レ ー ム 材 端 面 ６ １ 同 士 が 、 上 方 か ら 見 て 略 ９ ０ 度 の 角 度 を
挟 ん で 当 接 す る 部 分 Ｔ Ｏ ２ 、 並 び に 、 そ の 周 辺 部 分 に お い て は 、 第 一 防 水 材 １ の 端 部 材 １
２ が フ レ ー ム 材 端 面 ６ １ に 接 触 し 、 第 一 被 覆 部 １ １ ａ 及 び 第 二 被 覆 部 １ １ ｂ が 、 フ レ ー ム
材 内 側 面 ６ ３ に 接 触 す る よ う に 第 一 防 水 材 １ が 設 置 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
上 述 の と お り 、 本 実 施 形 態 に お い て は 、 第 一 防 水 材 １ の 寸 法 の う ち 、 第 一 被 覆 部 １ １ ａ と
第 二 被 覆 部 １ １ ｂ と の 境 界 部 分 の 長 さ Ｌ １ 、 及 び 、 第 一 被 覆 部 １ １ ａ と 端 部 材 １ ２ と の 境
界 部 分 の 長 さ Ｌ ２ 、 及 び 、 第 二 被 覆 部 １ １ ｂ と 端 部 材 １ ２ と の 境 界 部 分 の 長 さ Ｌ ３ は 、 フ
レ ー ム 材 端 面 ６ １ の 幅 長 の 半 分 以 上 か つ 幅 長 以 下 で あ る 。 し た が っ て 、 第 一 防 水 材 １ は 、
上 記 Ａ 箇 所 で あ る フ レ ー ム 材 端 面 ６ １ と 建 築 物 の 壁 面 Ｗ Ａ と の 境 界 箇 所 、 及 び 、 上 記 Ｂ 箇
所 で あ る フ レ ー ム 材 端 面 ６ １ 同 士 が 側 方 か ら 見 て 略 ９ ０ 度 の 角 度 を 挟 ん で 当 接 す る 箇 所 に
設 置 す る こ と が 可 能 と な る 。 す な わ ち 、 同 一 形 状 の 防 水 材 で 異 な る 配 置 対 応 の バ ル コ ニ ー
壁 ５ １ の フ レ ー ム 材 端 面 ６ １ に 設 置 す る こ と が 出 来 る た め 、 バ ル コ ニ ー 壁 ５ １ の 防 水 構 造
に 使 用 す る 防 水 材 の 種 類 を 減 少 さ せ る こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
ま た 、 第 一 防 水 材 １ の 寸 法 の う ち 、 端 部 材 １ ２ の 幅 長 Ｌ ４ １ 、 Ｌ ４ ２ は 、 い ず れ も 略 等 し
い 長 さ と な っ て お り 、 こ れ ら の 長 さ は 、 バ ル コ ニ ー 壁 ５ １ の フ レ ー ム 材 端 面 ６ １ の 幅 長 以
下 で あ る 。 よ っ て 、 上 記 Ａ 、 Ｂ 箇 所 の み な ら ず 、 Ｃ 箇 所 、 す な わ ち 、 フ レ ー ム 材 の 内 側 面
同 士 が 上 方 か ら 見 て 略 ９ ０ 度 の 角 度 を 挟 ん で 当 接 す る 箇 所 に も 設 置 す る こ と が 可 能 と な り
、 バ ル コ ニ ー 壁 ５ １ の 防 水 構 造 に 使 用 す る 防 水 材 の 種 類 を さ ら に 減 少 さ せ る こ と が 可 能 と
な る 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
以 下 の 実 施 形 態 に お い て 、 第 一 実 施 形 態 と 同 一 部 分 に は 同 一 符 号 を 付 し て 示 し 、 そ の 重 複
説 明 を 省 略 す る 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
第 二 実 施 形 態 （ 図 ７ 、 図 ９ 参 照 ）
Ｃ 箇 所 を 防 水 材 で 覆 う 方 法 に つ い て 、 他 の 実 施 形 態 を 説 明 す る 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
本 実 施 形 態 で 使 用 す る 第 一 防 水 材 １ 、 及 び 、 中 間 防 水 材 ３ に は 、 第 一 実 施 形 態 と 同 形 状 の
も の を 用 い る 。 そ し て 、 本 実 施 形 態 で 用 い る 第 二 防 水 材 ２ ’ は 、 図 ７ （ ｂ ） に 記 載 の よ う
に 、 基 部 材 ２ １ ’ が 、 略 Ｌ 字 形 状 を し て お り 、 第 一 側 部 材 ２ ２ ’ 、 及 び 、 第 二 側 部 材 ２ ３
’ は 、 基 部 材 ２ １ ’ の 外 側 二 辺 に 基 部 材 ２ １ ’ と 垂 直 を 成 す よ う に 各 々 構 成 さ れ 、 こ れ ら
の 部 材 は 一 体 と な っ て い る 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
以 下 、 こ れ ら の 部 材 で 、 Ｃ 箇 所 を 覆 う 方 法 に つ き 、 図 ９ を 用 い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
ま ず 、 図 ９ （ ａ ） に 示 す よ う に 、 二 個 の 中 間 防 水 材 ３ が 、 フ レ ー ム 材 端 面 ６ １ の 内 側 面 同
士 が 当 接 す る 箇 所 Ｔ Ｏ ２ を 挟 ん で 設 置 さ れ る 。 な お 、 各 々 の 中 間 防 水 材 ３ の 設 置 状 況 に つ
い て は 、 上 記 Ａ 箇 所 に 設 置 す る 場 合 と 同 様 、 上 面 部 ３ １ を 、 フ レ ー ム 材 端 面 ６ １ に 接 触 し
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、 上 記 凹 凸 部 ３ ４ を そ の 長 さ 方 向 に 折 り 曲 げ て 、 第 一 側 面 部 ３ ２ 、 及 び 、 第 二 側 面 部 ３ ３
が 、 フ レ ー ム 材 端 面 ６ １ を 挟 む 内 側 面 ６ ３ 、 及 び 、 外 側 面 ６ ５ に 各 々 接 触 す る よ う に 設 置
す る 。
【 ０ ０ ５ ９ 】
次 に 、 図 ９ （ ｂ ） に 示 す よ う に 、 中 間 防 水 材 ３ の 間 を 、 第 二 防 水 材 ２ ’ と 、 第 一 防 水 材 １
と で 被 覆 す る 。
【 ０ ０ ６ ０ 】
具 体 的 に は 、 第 二 防 水 材 ２ ’ を 、 フ レ ー ム 材 端 面 ６ １ の 外 側 面 ６ ５ 同 士 が 略 ２ ７ ０ 度 の 角
度 を 挟 ん で 当 接 す る 位 置 Ｔ Ｏ ３ に 設 置 す る 。 か か る 設 置 状 況 と し て は 、 第 一 側 部 材 ２ ２ ’
及 び 第 二 側 部 材 ２ ３ ’ が フ レ ー ム 材 端 面 ６ １ の 外 側 面 ６ ５ に 接 し 、 基 部 材 ２ １ ’ が フ レ ー
ム 材 端 面 ６ １ に 接 す る 状 態 に な っ て い る 。
【 ０ ０ ６ １ 】
そ し て 、 第 一 防 水 材 １ を 、 フ レ ー ム 材 内 側 面 ６ ３ 同 士 が 略 ９ ０ 度 の 角 度 を 挟 ん で 当 接 す る
位 置 Ｔ Ｏ ２ に 設 置 す る 。 か か る 場 合 、 第 一 被 覆 部 １ １ ａ 及 び 第 二 被 覆 部 １ １ ｂ が 、 上 記 二
面 の フ レ ー ム 材 内 側 面 ６ ３ に 接 触 し 、 端 部 材 １ ２ が フ レ ー ム 材 端 面 ６ １ に 接 触 し 、 フ レ ー
ム 材 端 面 ６ １ 上 の 端 部 材 １ ２ の 一 部 が 第 二 防 水 材 ２ の 基 部 材 ２ １ に 重 な る よ う に 設 置 す る
。 最 後 に 、 第 一 実 施 形 態 と 同 様 、 フ レ ー ム 材 外 側 面 ６ ５ 及 び フ レ ー ム 材 内 側 面 ６ ３ に 、 防
水 シ ー ト ４ １ を 設 置 す る （ 図 ９ （ ｃ ） 参 照 ） 。
【 ０ ０ ６ ２ 】
こ の よ う な 場 合 に お い て も 、 第 一 実 施 形 態 の 場 合 と 、 同 様 の 作 用 効 果 を 得 る こ と が 可 能 と
な る 。
【 ０ ０ ６ ３ 】
そ の 他 実 施 形 態
（ １ ） 　 必 ず し も 、 端 部 材 １ ２ は 、 略 Ｌ 字 板 状 で な く て も よ い 。 少 な く と も 、 第 一 被 覆 部
１ １ ａ と 端 部 材 １ ２ と の 境 界 部 分 が 延 び る 方 向 と 直 交 す る 方 向 の 寸 法 に 相 当 す る Ｌ ４ １ 、
及 び 、 第 二 被 覆 部 １ １ ｂ と 端 部 材 １ ２ と の 境 界 部 分 が 延 び る 方 向 と 直 交 す る 方 向 の 寸 法 に
相 当 す る Ｌ ４ ２ が フ レ ー ム 材 の 幅 長 以 下 で あ れ ば よ い 。
【 ０ ０ ６ ４ 】
（ ２ ） 　 Ａ 箇 所 、 及 び 、 Ｂ 箇 所 、 及 び 、 Ｃ 箇 所 に お い て 、 防 水 材 を 設 置 す る 手 順 に つ い て
は 、 必 ず し も 上 記 実 施 形 態 に 限 定 さ れ な い 。 例 え ば 、 フ レ ー ム 材 ６ ０ の 内 側 面 ６ ３ 及 び 外
側 面 ６ ５ に 防 水 シ ー ト ４ １ を 設 置 す る 手 順 を 最 初 に 行 う 等 、 設 置 順 序 は 任 意 に 入 れ 替 え て
も よ い 。
【 ０ ０ ６ ５ 】
【 発 明 の 効 果 】
以 上 の よ う に 本 発 明 の バ ル コ ニ ー 壁 用 防 水 材 は 、 上 記 第 一 被 覆 部 と 上 記 第 二 被 覆 部 と の 境
界 部 分 の 長 さ 、 及 び 、 上 記 第 一 被 覆 部 と 上 記 端 部 材 と の 境 界 部 分 の 長 さ 、 及 び 、 上 記 第 二
被 覆 部 と 上 記 端 部 材 と の 境 界 部 分 の 長 さ は 、 い ず れ も 上 記 フ レ ー ム 材 の 幅 長 の 半 分 以 上 か
つ 幅 長 以 下 で あ る 。
【 ０ ０ ６ ６ 】
し た が っ て 、 バ ル コ ニ ー 壁 の 防 水 を 行 う 際 、 同 一 形 状 の バ ル コ ニ ー 壁 用 防 水 材 を 用 い て 互
い に 異 な る 配 置 対 応 の バ ル コ ニ ー 壁 の フ レ ー ム 材 端 面 に 設 置 す る こ と が 出 来 る た め 、 か か
る 防 水 構 造 に 使 用 す る 防 水 材 の 種 類 を 減 少 さ せ る こ と が 可 能 と な り 、 バ ル コ ニ ー 壁 の 防 水
構 造 を 構 築 す る 上 で の 製 造 コ ス ト 等 を 軽 減 さ せ る こ と が 出 来 る 。
【 ０ ０ ６ ７ 】
ま た 、 請 求 項 ２ 記 載 の 発 明 の よ う に 、 上 記 端 部 材 の 寸 法 の う ち 、 上 記 第 一 被 覆 部 と 上 記 端
部 材 と の 境 界 部 分 が 延 び る 方 向 と 直 交 す る 方 向 の 寸 法 、 及 び 、 上 記 第 二 被 覆 部 と 上 記 端 部
材 と の 境 界 部 分 が 延 び る 方 向 と 直 交 す る 方 向 の 寸 法 が 、 各 々 フ レ ー ム 材 の 幅 長 以 下 に な る
よ う に す る と 、 か か る バ ル コ ニ ー 用 防 水 材 が 設 置 可 能 な 箇 所 が 増 加 す る た め 、 バ ル コ ニ ー
壁 の 防 水 構 造 に 使 用 す る 防 水 材 の 種 類 を 減 少 さ せ る 上 で は さ ら に 有 効 で あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
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【 図 １ 】 本 発 明 の 防 水 材 を 設 置 す る バ ル コ ニ ー 壁 の 概 要 を 示 し た 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 バ ル コ ニ ー 壁 の 構 造 の 概 要 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 本 発 明 の 第 一 実 施 形 態 で あ っ て 、 （ ａ ） は 第 一 防 水 材 、 （ ｂ ） 第 二 防 水 材 、 （ ｃ
） は 中 間 防 水 材 を 示 し た も の で あ る 。
【 図 ４ 】 図 １ の Ａ 箇 所 に つ い て の 防 水 構 造 を 構 築 す る 手 順 を 説 明 し た 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 図 ２ の Ａ ’ 箇 所 に つ い て の 防 水 構 造 を 構 築 す る 手 順 を 説 明 し た 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 図 ２ の Ｂ 箇 所 に つ い て の 防 水 構 造 を 構 築 す る 手 順 を 説 明 し た 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 （ ａ ） は 、 第 一 防 水 材 の 他 の 実 施 形 態 、 （ ｂ ） は 、 第 二 防 水 材 に つ い て の 他 の 実
施 形 態 を 示 し た 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 図 ２ の Ｃ 箇 所 に つ い て の 防 水 構 造 を 構 築 す る 手 順 を 説 明 し た 図 で あ る 。
【 図 ９ 】 図 ２ の Ｃ 箇 所 に つ い て 、 他 の 実 施 形 態 の 防 水 構 造 を 構 築 す る 手 順 を 説 明 し た 図 で
あ る 。
【 図 １ ０ 】 従 来 の バ ル コ ニ ー 壁 用 防 水 材 を 示 し た 図 で あ る 。
【 図 １ １ 】 従 来 の バ ル コ ニ ー 壁 用 防 水 材 を 用 い て 防 水 構 造 を 構 築 す る 手 順 を 説 明 し た 図 で
あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
１ 　 第 一 防 水 材 （ バ ル コ ニ ー 壁 用 防 水 材 ）
１ １ 　 主 部 材
１ １ ａ 　 第 一 被 覆 部
１ １ ｂ 　 第 二 被 覆 部
１ ２ 　 端 部 材
５ １ 　 バ ル コ ニ ー 壁
６ ０ 　 フ レ ー ム 材
６ １ 　 フ レ ー ム 材 端 面
６ ３ 　 フ レ ー ム 材 内 側 面
６ ５ 　 フ レ ー ム 材 外 側 面
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

【 図 ７ 】 【 図 ８ 】

(14) JP 2004-239022 A 2004.8.26



【 図 ９ 】 【 図 １ ０ 】

【 図 １ １ 】
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